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㌻)の下 [ただし,令忌l, 4^≦1]であっても,波の振幅 Eが適当な大きさ以下であり,東






























個の振動モー ドが存在するO此のうち,3個のモー ドが強く結合している｡ Eを高周波電場の
複素振幅とし,n をビーム密度の変動部分とすると,電子ビーム系でのソリトン過程をあらわ
す式は
i五 一 (1-,E･2,E+蓋 E- -αn
aE























p/K-sinho , A-√汀77 G
B- √妄7訂 ｡~0/2 , a,=布 ｡o/2





となる｡これは ≠-±-で線形解 (5)につながる｡ (6)からわかるように,不安定波動は時空
的にソリトン構造を持ち得る｡ 実際にこのような傾向は, (1)を数値積分することによって,
じっさいに確かめることができる｡
少場と¢場の結合 したソリトンや, (1)を多次元化 したときのcollapse過程など興味のあ
る･問題が考えられるが,これからの問題である｡
不変 トー ラス としてのソリトン
名大･理 野 崎 - 洋
§1. はじめに
ソリトンは無限自由度の完全可積分なノ､ミル トン系における分離可能な有限自由度に対応し
ているが,実際の物理系では摂動 (例えば高次項 )のため一般に可積分性は破れている｡ とこ
ろが,ソリトンが,実際に観測されている事実は,種々の小さな摂動に対するソリトンの安定
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